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前
略　

久
し
ぶ
り
に
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
よ
う
な
、
何
と

も
言
え
な
い
懐
か
し
さ
と
温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た

三
日
間
で
し
た
。

　

想
え
ば
平
成
11
年
４
月
開
催
の
第
３
回
「
志
岐
氏
サ

ミ
ッ
ト
」に
初
参
加
し
て
か
ら
時
の
経
過
は
あ
る
も
の
の
、

４
度
目
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。
風
光
明
媚
な
御
町
の
雰

囲
気
と
、
い
つ
に
変
わ
ら
ぬ
皆
さ
ま
の
暖
か
い
お
も
て
な

し
に
胸
迫
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
懐
か
し
さ
と
新
た
な
出
会
い
に
、
時
が
経

つ
の
が
惜
し
い
ほ
ど
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
ど
も
志
岐
姓
の
た
め
に
懸
命
の
ご
努
力
を
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
と
と
も

に
、
御
町
益
々
の
伸
展
に
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
、

ま
ず
は
書
中
を
も
っ
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

草
　々

　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
岐　

明
治
郎

全国から５８人の志岐さんが集結

第６回志岐氏サミットを開催！

　10 月 15 日と 16 日の２日間、４年振りに開催された「志岐氏サミッ
ト」。全国各地の志岐さん（58 人）が参加しました。
　上記はサミットに参加した志岐明治郎さん（鹿児島県）から届い
たお手紙の一節です。
（写真は志岐八幡宮にて獅子舞奉納を見物する志岐さんら。右側後方、16 日）

※記念行事などの模様は次頁をご覧ください。
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カレンダー（主な行事予定）

４日

８日

15日

29日

苓北町成人式

苓北町消防団出初め式

ニューイヤーコンサート

苓北町駅伝大会

日 月 火 水 木 金 土

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

１ January2017

元日 振替休日

成人の日

カッターチャレンジ　苓洋
高校・天草拓心マリン校舎
生徒が、本渡～苓北間をカ
ッター船でリレーした。
　（おっぱい岩沖、10月29日）

木場ふれあい運動会　松野・中村・涼
松の都呂々木場３地区で開催。“縄な
い競争”ではワラを手で編み15人でリレ
ーし、伝統技術継承にも一役買う。

（旧木場小体育館、10月23日）

※（ ）は前月比

7,596人（－10）
男3,564人（－２）　女4,032人（－８）
世帯数　3,223戸（－４）

町の動き
平成28年10月末現在

13日　

29日　

　

議会定例会（～14日※予定）

役場閉庁（１月３日まで）

コスモス、色とりどり　平木青壮年
会では８月に種をまいた。一面満開
の瞬間に出会うことができた。

（平木区、11月９日）

日 月 火 水 木 金 土

6
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20
27

7
14
21
28

1
8
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29

2
9
16
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30
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4
11
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25

5
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26

12 December2016

天皇誕生日

02
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10
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15

16
18
22
24

目次
第６回志岐氏サミット
敬老会 町内４地区で開催 
40歳から負担 介護保険制度
歴史を訪ねて　－第56回－
チームぱくぱく/ひだまり

みんなのひろば　
苓北夕やけマラソン
社会福祉協議会だより
たっしゃかもん 
№188  松本 タキ子さん（的場）

まちのわだい
おしらせ/こせきのまど
防災訓練 いざというときに備えを 
苓北の秋まつり

「サンタサンド」

2016（平成28）年
１１月２１日（月）

目次
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天
草
五
人
衆

　

鎌
倉
時
代
か
ら
16
世
紀
末
ま
で
の
約

４
０
０
年
間
、
天
草
は
５
人
の
武
将
に

よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
。
志
岐
・
栖
本
・

天
草
・
大
矢
野
・
上
津
浦
の
諸
氏
で
あ
る
。

　

志
岐
氏
の
祖
は
、
肥
後
国
の
菊
池
氏
で

あ
り
菊
池
氏
か
ら
分
家
し
て
志
岐
を
名
の

り
肥
後
国
天
草
の
志
岐
に
定
住
し
た
と
さ

れ
る
。

　

志
岐
城
城
主
・
志
岐
鎮
経
（
し
げ
つ
ね
）

は
、
志
岐
麟
泉
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

永
禄
９
年
（
１
５
６
６
）
晩
夏
、
ア
ル

メ
イ
ダ
修
道
士
が
志
岐
に
や
っ
て
き
た
。

麟
泉
は
歓
迎
し
て
布
教
、
自
ら
も
授
洗
。

１
５
６
８
年
に
は
日
本
布
教
長
ト
ル
レ
ス

　

77
歳
以
上
（
昭
和
15
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
）
を
招
待
し
、
祝
福
す
る

「
苓
北
町
敬
老
会
」
を
、
10
月
18
日
に
坂

瀬
川
・
都
呂
々
地
区
で
、
19
日
に
志
岐
・

富
岡
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。

　

招
待
さ
れ
た
の
は
、１
，５
２
９
人
（
男

性
５
０
０
人
、
女
性
１
，０
２
９
人
）。
前

年
度
に
比
べ
る
と
８
人
の
減
で
す
。

　

米
寿（
88
歳
）の
該
当
者
は
69
人（
前
年

比
２
人
増
）、
新
規（
77
歳
・
喜
寿
）の
該

当
者
は
83
人（
前
年
比
24
人
減
）と
な
り
ま

し
た
。
会
で
は
、
米
寿
記
念
品
贈
呈
、
16

　
（
記
念
講
演「
天
草
五
人
衆
」資
料
か
ら
）

自
ら
志
岐
に
来
た
。（
３
０
０
人
の
信
徒

を
得
た
。）

　

１
５
６
９
年
７
月
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船

が
志
岐
に
来
航
し
、
麟
泉
の
期
待
は
大
き

く
脹
ら
ん
だ
（
南
蛮
貿
易
で
の
利
益
を
期

待
し
て
い
た
）
が
、
こ
れ
は
貿
易
船
で
は

な
か
っ
た
。
１
５
７
０
年
６
月
、
日
本
全

国
か
ら
神
父
が
志
岐
に
集
ま
り
宗
教
会
議

が
あ
っ
た
。
同
年
10
月
２
日
、
ト

ル
レ
ス
は
志
岐
で
死
ん
だ
と
さ
れ

る
。
１
５
７
２
年
、
南
蛮
船
が
長

崎
に
寄
港
し
た
こ
と
に
衝
撃
を
受

け
た
麟
泉
。
南
蛮
船
到
来
の
夢
は

砕
け
ち
り
、
ほ
ど
な
く
棄
教
し
仏
寺
を
建

て
た
。

　

天
正
17
年
（
１
５
８
９
）、
天
草
合
戦
。

志
岐
城
を
攻
め
惨
敗
し
た
小
西
行
長
は
加

藤
清
正
に
支
援
を
求
め
た
。
仏
木
坂
で
、

木
山
弾
正
が
加
藤
清
正
に
討
た
れ
た
こ
と

組
の
金
婚
夫
婦
表
彰
、
永
年
勤
続
老
人
ク

ラ
ブ
表
彰
―
な
ど
の
ほ
か
、
小
中
学
生
に

よ
る
敬
老
作
文
朗
読
や
保
育
園
児
や
各
種

団
体
に
よ
る
演
芸
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
岐
地
区
女
性
の
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
一
環
で
参
加
、
踊
り
「
大
漁
唄
い
込

み
」を
披
露
し
ま
し
た
。
端
午
の
節
句
の
、

の
ぼ
り
旗
を
こ
の
日
の
た
め
に
再
利
用
し

た
手
作
り
の
衣
装
。
同
会
の
吉
田
美
惠
子

さ
ん（
内
田
）は
、「
仕
事
や
家
事
の
合
間

に
コ
ツ
コ
ツ
と
作
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で

し
た
。

が
戦
い
の
潮
目
と
な
っ
た
。
落
城
し
た
志

岐
城
。
麟
泉
は
薩
州
島
津
忠
辰
家
に
逃
れ

た
。
か
く
ま
わ
れ
て
い
た
麟
泉
は
文
禄
２

年
（
１
５
９
３
）、
当
主
忠
辰
が
朝
鮮
の

役
で
改
易
を
う
け
、
出
水
を
出
ざ
る
を
得

ず
、
行
方
知
れ
ず
の
ひ
と
り
流
浪
の
旅
の

果
て
、
慶
長
３
年
（
１
５
９
８
）
10
月
、

天
草
下
島
大
田
尾
で
客
死
し
た
。
88
歳
と

い
わ
れ
る
。

　

当
家
の
志
岐
昭
学
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま

し
た
。

―
当
家
と
し
て
の
想
い
は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
日
々
の
生
活
の
中
で
、
志
岐
氏
の
当
家

と
し
て
は
良
い
意
味
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
て
い
る
。
志
岐
と
い
う
名
前
に
恥
じ
な
い

よ
う
、
ま
た
、
同
じ
志
岐
姓
で
頑
張
っ
て
い

る
こ
と
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
知
って
も
ら
い
、
未
来
に
繋

げ
て
い
け
れ
ば
い
い
。“
麟
泉
の
時
代
が
繁
栄

し
て
い
た
”
と
言
わ
れ
る
が
“
そ
う
じ
ゃ
な

い
ぞ
”
と
」

　

16
日
に
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
で
町
内

小
学
生
と
交
流
し
た
昭
学
さ
ん
。
熊
本
地

震
被
害
支
援
に
と
、
自
身
の
ス
ク
ー
ル
で
集

ま
っ
た
募
金
の
寄
附
も
あ
り
ま
し
た
。

第６回志岐氏サミット｜記念行事｜敬老会｜町内４地区で開催｜

1972 年、東京都。
志岐氏の末裔（当家）
にあたる。
スペシャルオリンピックス
のヘッドコーチを務める
など、バスケットボール
がライフワーク。

志岐昭
あ き ひ さ

学

志岐氏の家紋

講演を行った示車右甫さん
（主な著作）
『天草回廊記』
『天草回廊記　志岐麟泉』
『歴史探訪　天草興亡記』など。

志岐由理子さんによる記念コン
サート。ピアノは中川大さん

町内小学生と交流した志岐昭学さん
（右）。16 日、坂瀬川小学校体育館

77
歳
以
上
は
、
町
内
に

 

１
，５
２
９
人

４
地
区
で
敬
老
会
を
開
催

田嶋町長から米寿記念品を贈呈
　　　　　　　　（18 日、都呂々公民館）

志岐地区女性の会の皆さん
　　　　　　　　（19 日、志岐小体育館）

健康寿命をのばしましょう

　健康寿命とは、健康
上の問題がない状態で
日常生活を送ることの
できる期間をいいます。
　年齢を問わず、誰も
が願うことではないで
しょうか。

お弁当を食べながら演芸を観賞する皆さん（19 日、志岐小体育館）



６
０
０
万
人
が
利
用

　

現
在
で
は
約
６
０
６
万
人
が
利
用
す
る
介
護
保

険
制
度
。
高
齢
化
が
進
み
、
介
護
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
の
増
加
、
介
護
に
よ
る
離
職
な
ど
の
社
会

問
題
を
背
景
に
、
２
０
０
０
年
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

保
険
料
は
40
歳
か
ら
負
担

　

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み

と
し
て
定
着
し
て
い
る
同
制
度
、
介
護
保
険
料
の

負
担
は
40
歳
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

40
歳
か
ら
64
歳
の
人
に
つ
い
て
は
、
自
分
自
身

も
老
化
に
起
因
す
る
疾
病
に
よ
り
介
護
が
必
要
と

な
る
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と
や
、
自
分
の
親
が

高
齢
と
な
り
、
介
護
が
必
要
と
な
る
状
態
に
な
る

可
能
性
が
高
ま
る
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
40
歳
以

上
の
人
か
ら
介
護
保
険
料
を
負
担
し
、
老
後
の
不

安
の
原
因
で
あ
る
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
離
職
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

一
方
で
、
介
護
を
理
由
と
し
て
離
職
す
る
人
が

毎
年
10
万
人
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
は

一
億
総
活
躍
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
必
要
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
働
く

環
境
の
改
善
や
家
族
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

２
０
２
０
年
代
初
頭
ま
で
に
介
護
離
職
者
を
な
く

す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※特定疾病とは？
 １  がん（末期）
 ２  関節リウマチ
 ３  筋萎縮性側索硬化症
 ４  後縦靱帯骨化症
 ５  骨折を伴う骨粗鬆症
 ６  初老期における認知症
 ７  進行性核上性麻痺、大
　  脳 皮 質 基 底 核 変 性 症
　  およびパーキンソン病
 ８  脊髄小脳変性症
 ９  脊柱管狭窄症
10  早老症
11  多系統萎縮症
12  糖尿病性神経障害、糖
　　尿病性腎症および糖尿
　　病性網膜症
13　脳血管疾患
14　閉塞性動脈硬化症
15　慢性閉塞性肺疾患
16　両側の膝関節または股
　　関節に著しい変形を伴
　　う変形性関節症

○ 介護保険の被保険者（加入者）

　介護保険の被保険者は、65 歳以上の人（第１号被保険者）と、40 歳から
64 歳までの医療保険加入者（第２号被保険者）に分けられます。第１号被
保険者は、原因を問わずに要介護認定または要支援認定を受けたときに介
護サービスを受けることができます。また、第２号被保険者は、加齢に伴
う疾病（※特定疾病）が原因で要介護（要支援）認定を受けたときに介護サー
ビスを受けることができます。

みんなで支え合う介護
かつては、子どもや家族が行うものとされていた親の介護ですが、高齢化が進む
につれ、介護を必要とする高齢者の増加や核家族化の進行、介護による離職が社
会問題となりました。こうした中、家族の負担を軽減し、介護を社会全体で支え
ることを目的に、2000 年に創設されたものが介護保険制度です。現在では約 606
万人の方が利用し、介護を必要とする高齢者を支える制度として定着しています。
40 歳から 64 歳の方については、ご自身も老化に起因する疾病により介護が必
要となる可能性が高くなることや、ご自身の親が高齢となり、介護が必要となる
状態になる可能性が高まる時期であることから、40 歳以上の方からも介護保険料
をご負担いただき、老後の不安の原因である介護を社会全体で支えています。

介護離職ゼロを目指して
その一方で、介護を理由として離職する方が毎年約 10 万人いると言われていま
す。政府としては、一億総活躍社会を実現するため、必要な介護サービスの確保
を図るとともに、働く環境の改善や、家族への支援を行うことで、2020 年代初頭
までに、介護離職者をなくすことを目指しています。

 
Ministry of Health, Labour and Welfare 

厚生労働省介護保険制度について
（40歳になられた方へ）

　 　介護保険の被保険者
介護保険の被保険者は、65歳以上の方（第１号被保険者）と、40歳から64歳までの医療保険加入者（第
２号被保険者）に分けられます。第１号被保険者は、原因を問わずに要介護認定または要支援認定を
受けたときに介護サービスを受けることができます。また、第２号被保険者は、加齢に伴う疾病（特
定疾病※）が原因で要介護（要支援）認定を受けたときに介護サービスを受けることができます。

65 歳以上の方（第１号被保険者）

65 歳以上の方

・要介護状態
・要支援状態

・市町村と特別区が徴収
  （原則、年金からの天引き）
・65歳になった月から徴収開始

40 歳から 64歳の方（第 2号被保険者）

40 歳以上 65歳未満の健保組合、全国健康保険協会、市町村国
保などの医療保険加入者
（40歳になれば自動的に資格を取得し、
65歳になるときに自動的に第 1号被保
険者に切り替わります。）

・要介護（要支援）状態が、老化に起因する疾病（特定疾病※）
による場合に限定。

・医療保険料と一体的に徴収
・40歳になった月から徴収開始

受給要件

保険料の
徴収方法

対 象 者

1

4040歳から負担
自ら支え手となる介護保険制度

6広報れいほく ２０１6 １１月号 広報れいほく ２０１6 １１月号7

○ 介護保険の保険者と財政

○ 第２号被保険者の介護保険料

　介護保険の保険者とは、市町村と特別区（広域連合を設置している場合は広域
連合）になります。
　介護保険者は、介護サービス費用の９割（８割）を給付するとともに、第１号
被保険者の保険料を徴収し介護保険財政を運営しています。財源は公費５割、保
険料５割（現在、第１号保険料 22％、第２号保険料 28％）とされています。

①  健康保険に加入している人の第２号保険料
 健康保険に加入する第２号被保険者が負担する介護保険料は、健康保険の保険料と
一体的に徴収されます。なお、介護保険料は医療保険料と同様に、原則、被保険者と
事業主で 1/2 ずつ負担します。

②  国民健康保険に加入している人の第２号保険料
　国民健康保険に加入している第２号被保険者が負担する介護保険料については、国
民健康保険の保険料と一体的に徴収されます。

□問　福祉保健課（介護保険係）☎内１０８
　　 介護サービスの利用のしかたや、制度全般の
　　相談など。

　　地域包括支援センター　☎ 35 － 1289
　　高齢者の日常生活に関する困りごとや介護の
　　予防に関する相談など。

　 　第２号被保険者の介護保険料

１．健康保険に加入している方の第２号保険料

　健康保険に加入する第２号被保険者が負担する介護保険料は、健康保険の保険料と一体的に徴収さ
れます。なお、介護保険料は医療保険料と同様に、原則、被保険者と事業主で１/２ずつ負担します。

２．国民健康保険に加入している方の第２号保険料

　国民健康保険に加入している第２号被保険者が負担する介護保険料については、国民健康保険の保
険料と一体的に徴収されます。

　 　介護保険の保険者と財政
介護保険の保険者とは、市町村と特別区 (広域連合を設置している場合は広域連合 )になります。
介護保険者は、介護サービス費用の９割 (８割 ) を給付するとともに、第１号被保険者の保険料を徴
収し、介護保険財政を運営しています。財源は公費５割、保険料５割 ( 現在、第１号保険料 22％、第２
号保険料 28％) とされています。

１ がん（末期）
２ 関節リウマチ
３ 筋萎縮性側索硬化症
４ 後縦靱帯骨化症
５ 骨折を伴う骨粗鬆症
６ 初老期における認知症
７ 進行性核上性麻痺、大脳皮質基底核変性
症およびパーキンソン病

８ 脊髄小脳変性症

９ 脊柱管狭窄症　
10 早老症
11 多系統萎縮症
12 糖尿病性神経障害、糖尿病性腎症および
糖尿病性網膜症

13 脳血管疾患
14 閉塞性動脈硬化症　
15 慢性閉塞性肺疾患
16 両側の膝関節または股関節に著しい変形
を伴う変形性関節症

※ 特定疾病とは

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

保険者（市区町村・広域連合）

市町村
12.5％

第１号被保険者　
・65歳以上の方

第２号被保険者
・40歳から 64歳までの方

要介護・要支援認定

第１号保険料
22％

第 2号保険料
28％

都道府県
12.5％

国
25％

介護サービス事業者
費用の９割分（８割分）

の支払い

１割（２割）負担 介護保険サービス

請　求

保険関係

被保険者

2
内○

介護保険制度について（40 歳になられた人へ） （厚生労働省のリーフレット「介護保険制度について」を元に作成しました。）
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歴
史
を
訪
ね
て
文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
前
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

第
二
次
天
領
（
補
筆
そ
の
８
）

統
治
・
長
崎
支
配
所
（
高
木
忠た
だ
あ
つ篤
）

代
官
の
高
圧

　

高
木
代
官
は
、
郡
内
87
ケ
村
で
、
平
吉
等

の
嘆た
ん
が
ん願
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し
ま
し
た
。

代
官
は
、
元
々
、
彼
ら
の
行
動
が
心
外
で
、

高
圧
的
な
調
査
を
し
ま
し
た
か
ら
、
共
鳴
者

が
い
て
も
、
誰
も
名
乗
り
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
局
、
平
吉
な
ど
６
名
は
、
郡
中
の
小
百
姓

総
代
と
名
乗
り
、
勝
手
に
請
地
願
を
行
い
、

庄
屋
達
も
郡
内
の
実
情
に
沿
わ
な
い
「
新
し

い
仕
法
の
取
り
決
め
書
」
を
作
成
し
た
事
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
郡
内
の
世
論
は
、「
土
地
の
請

け
返
し
」
を
熱
望
し
て
お
り
、
銀
主
横
暴
の

声
が
拡
大
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
更
、
代

官
所
に
訴
え
る
事
も
出
来
ず
、
暴
動
寸
前
に

な
り
ま
し
た
。

代
官
の
廻
村

　

９
月
に
高
木
代
官
が
来
郡
し
、
各
村
か
ら

３
名
の
百
姓
が
富
岡
代
官
所
へ
召し
ょ
う
か
ん喚
さ
れ
、

手
代
の
塚
田
多
一
郎
か
ら
「
正し
ょ
う
と
く徳
の
改
革
同

様
の
改
革
を
行
う
の
で
、
地
主
銀
主
に
支
払

い
を
急
ぐ
よ
う
に
」
と
の
申
し
渡
し
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
正
徳
の
治
」
の
内
容
を

質
問
す
る
た
め
に
、
小
百
姓
の
有
志
は
、
代

官
の
検
見
先
に
先
回
り
し
て
、
富
岡
町
で
機

会
を
伺
い
ま
し
た
が
、
不
成
功
に
終
わ
り
ま

し
た
。

　

代
官
が
、
上
津
浦
村
庄
屋
の
脇
山
家
を
訪

れ
た
時
は
、
一
千
人
が
集
結
し
ま
し
た
。
説

明
を
求
め
る
と
、
塚
田
手
代
か
ら
「
正
徳
の

改
革
は
、
倹
約
を
旨む
ね

と
す
べ
し
」
と
の
申
し

渡
し
が
あ
り
、
説
明
の
意
外
さ
に
唖あ
ぜ
ん然
と
な

り
ま
し
た
。

　

大
矢
野
で
も
、
中
村
庄
屋
浦
本
方
に
数
百

名
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
が
、
要
領
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。

打
ち
壊
し

　

12
月
27
日
、
二
千
人
余
り
が
大
矢
野
上
村

の
龍
吉
宅
を
襲
い
ま
し
た
。
大
庄
屋
の
吉
田

寛
蔵
は
、
現
場
に
駆
け
付
け
ま
し
た
が
、
鎮

圧
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌
日
も
郡
衆
が

集
ま
り
ま
し
た
の
で
、
吉
田
大
庄
屋
は
、
全

村
の
銀
主
を
招
集
し
て
、
小
百
姓
が
主
張
す

る
土
地
請
返
し
と
、
賃
借
破
棄
の
承
諾
を
求

め
ま
し
た
。
銀
主
側
は
、
合
議
の
上
、
正
月

11
日
ま
で
回
答
の
延
期
を
申
し
出
ま
し
た
。

　

郡
衆
は
、
一
旦
、
解
散
し
ま
し
た
が
、
そ

の
足
で
、
新
田
の
寅
蔵
宅
、
登
立
村
の
伊
吉

宅
を
襲
い
、
29
日
に
は
、
上
村
の
彦
之
助
宅
、

源
蔵
宅
、
増
左
衛
門
宅
を
襲
い
ま
し
た
。

　

年
が
明
け
た
５
日
、
再
び
、
大
矢
野
中
村

の
龍
吉
宅
へ
三
千
人
が
押
し
掛
け
ま
し
た
。

吉
田
大
庄
屋
の
取
り
な
し
も
効
果
な
く
、
彼

ら
は
、
６
日
・
７
日
と
引
き
取
る
気
配
も
あ

り
ま
せ
ん
。
つ
い
に
龍
吉
が
、
新
古
債
権
の

一
切
破
棄
の
一
札
を
入
れ
て
危
機
を
脱
し
ま

し
た
。
同
村
の
卯
吉
も
同
じ
憂
き
目
に
あ
い

ま
し
た
。

　

８
日
に
は
、
代
官
所
か
ら
井
原
・
樋
口
の

両
手
代
の
他
、
山
方
役
な
ど
が
大
矢
野
へ
出

向
き
ま
し
た
が
、
既
に
騒
ぎ
は
収
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

打
ち
壊
し（
２
）

　

天て
ん
ぽ
う保
15
年
（
１
８
４
４
）
１
月
11
日
に

一
千
人
が
合
津
村
の
七
兵
衛
宅
へ
。

　

12
日
に
阿
村
の
実
平
宅
へ
。
13
日
に
二
千

人
が
教
良
木
村
の
庄
右
衛
門
宅
へ
。
14
日
に

貞
吉
宅
へ
。

　

16
日
に
二
百
人
が
大
道
村
の
宅
兵
衛
宅
へ
。

17
日
に
与
左
衛
門
宅
へ
。
六
百
人
が
上
津
浦

村
の
伊
三
太
宅
へ
。
同
日
、
二
手
に
別
れ
て

二
百
人
が
大
島
子
へ
、
四
百
人
が
河
内
村
へ
。

　

18
日
に
六
千
人
が
志
柿
村
を
襲
い
、
夕
方

前
に
大
島
子
村
へ
。
そ
こ
で
、
前
日
、
下
津

浦
村
で
分
か
れ
た
一
派
と
合
流
、
夕
方
、
同

村
の
三
木
屋
代
助
宅
へ
。
夜
に
生
盛
屋
大
蔵

宅
へ
。
同
日
、
三
千
人
が
宮
田
村
の
市
郎
兵

衛
宅
と
形
右
衛
門
宅
へ
。

　

20
日
、
砥
岐
組
百
姓
七
千
人
が
浦
村
へ
。

姫
浦
村
の
庄
屋
宅
へ
。
21
日
は
棚
底
村
の
鬼

塚
宅
へ
。
22
日
に
二
間
戸
村
と
高
戸
村
へ
。

こ
こ
で
暴
徒
は
、
や
っ
と
解
散
し
ま
し
た
。

高
木
代
官
の
無
力

　

高
木
代
官
は
、
本
戸
馬
場
村
の
木
山
大
庄

屋
宅
へ
出
張
し
ま
し
た
が
、
兵
力
を
持
た
な

い
た
め
に
、
対
処
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

打
ち
壊
し
の
後
、
長
崎
奉
行
所
か
ら
は
、
与

力
の
前
島
寛
三
郎
な
ど
24
名
が
出
張
し
て
、

各
村
で
調
査
を
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
小
百

姓
に
同
情
し
て
、
地
主
や
銀
主
側
に
悪
感
を

持
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

弘こ
う
か化
の
仕し
ほ
う法
（
江
戸
へ
出
訴
）

　

打
ち
壊
し
の
後
、
混
然
と
し
た
状
態
が
続

き
、
12
月
２
日
に
、
年
号
は
弘
化
に
改
ま
り

ま
し
た
が
、
事
態
は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
。
業

を
煮
や
し
た
御
領
組
大
庄
屋
の
長
岡
左
衛
門

は
、
郡
民
が
熱
望
す
る
土
地
請
返
を
実
現
す

る
た
め
に
、
弘
化
２
年
（
１
８
４
５
）
10
月

に
18
名
を
引
率
し
て
、
江
戸
へ
出
訴
し
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
弘
化
３
年
（
１
８
４
８
）
１

月
18
日
、
寛
政
年
度
に
続
き
、
２
回
目
の

百ひ
ゃ
く
し
ょ
う
あ
い
つ
づ
き
か
た
し
ほ
う

姓
相
続
方
仕
法
が
発
布
さ
れ
ま
し
た
。

文ぶ
ん
せ
い政
10
年
（
１
８
２
７
）
以
来
の
流
質
地
、

同
年
ま
で
年
期
不
分
明
の
土
地
は
、
５
ケ
年

間
に
元
銀
で
請
戻
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
の
で

す
。
過
去
20
年
間
に
移
動
し
た
土
地
の
占
有

権
を
還
元
し
て
、
富
の
配
分
を
平
均
し
よ
う

と
試
み
た
極
端
な
社
会
政
策（
徳と
く
せ
い政
）で
し
た
。

こ
れ
を
「
弘
化
の
仕
法
」
と
呼
び
ま
す
。

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡
〔
第
56
回
〕

地域で。家庭で。くらしに食育を。
将来を担う子どもたちを“食で育む命の応援団”

チームぱくぱく

志岐保育園の
お友だち

うさぎは
パイ生地を
使ってつくり
ました

生クリームの
おかおとポンポン

チョコペンでおかお
を描いてサンドパンを

丸くくり抜いて
好きなフルーツと
生クリームをはさむ

いちごの帽子
12月の行事食

「サンタサンド」

クリスマスといえば

「ケーキ」ですよね。

今月は、小さいお子様とも一緒に、お

うちで簡単にできる“サンタサンド”

をご紹介します。

苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

　例年になく不安定な秋ですが、朝夕は冷え込
み秋も深まってきました。
　支援センターは、いつも笑いが絶えず、賑や
か …「センターに来る子どもたちは、自分の

子どもと一緒」とお互
いの赤ちゃんのお世話
もママたちで助け合っ
ています。抱っこした
り、おぶったり、あや
したり、微笑ましい姿
がたくさんですよ。い
つでも遊びに来てくだ
さい。

Ｑ：子どもの靴選びに大切なことはありますか？
Ａ：０歳～６歳の足は、多くの部分が軟骨でできてい
ます。サイズの合わない靴を履いていると身体に
歪みが出てきます。子どもの足は２歳までは、１
年で２㎝、それ以降は約１㎝ずつ大きくなってい
きますから、きちんと計測してサイズに合った靴
選びが大切です。

　（正しい靴の選び方）
　　①ベルトやひもで甲の高さが調節できる
　　②つま先が広く厚みがある
　　③つま先が少し反りあがっている
　　④かかとをしっかりカバーし
　　　ている
　　⑤底部分が足とともに曲が
　り、弾力がある

　　⑥インソールが外せる

ママたちのＱ＆Ａ

■開設日時　平日の午前９時30分～午後３時
■開設場所　新ふれあい館　☎35－1270

エアロビクス

ママたちの陶芸作品

ひまわりの家さんと
紙すき体験
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園
児
の
作
品

宮原保育園 りんごぐみ　のおともだち この欄は、みなさんと一緒につくるページです。楽しい行事やご要望など、お気軽に広報係へ

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

総務課広報係
ＴＥＬ３５－１１１１
ＦＡＸ３５－２４５４

学
校
自
慢 都呂々小学校３年生（男 ６人　女３人　計９人）　担任：宮﨑 寛子 先生

小
学
生
の
作
品

秋秋
みんなでお散歩バッグをつくりま
した。秋の山道は、ドングリやマ
ツボックリなど宝物でいっぱい！
見つけた宝物で、さっそく製作を
楽しみました。
秋を満喫中です。

富
岡
小
学
校
１
年

土
岐 

怜
生 

く
ん

れ　

い
クラスの自慢　笑顔・元気・やる気いっぱ
いのクラス。読書や運動・音楽が大すきな
９人です。パワー全開で頑張ります。

先生からクラスへ　何事
にも一生懸命に取り組む
姿、輝く目が大すきで
す。これからもSMILE
あふれる毎日にしましょ
うね。

クラスから先生へ　いつも、先生と一緒
に勉強ができて、とても楽しいです。こ
れからもHappy＆Smileの毎日にしまし
よう。

しっかり考え元気いっぱいしっかり考え元気いっぱい

ゆめと笑顔あふれる3年生ゆめと笑顔あふれる3年生

★SMILE★ 投稿　ひまわりの家（山武重則会長）

各種大会結果　第３回麟泉の湯　将棋大会（10/16）

「ひまわりの家」活動紹介
　ＮＰＯ法人『ひまわりの会』は、町の指定を受けて地域活
動支援センター「ひまわりの家デイサービス」を開設し、障
がい者の生活を支援しています。
　この夏初めて、学童の支援に取り組みました。
　夏休み期間中、規則正しい生活を送りたいという希望か
ら、２人の利用がありました。
＝小学４年生Ａさん＝
７回の利用。
一緒にハンガーやビーズ製作、紙すきなどの活動に参加し
ながら、夏休みの宿題を行いました。積極的に活動に参加
しながら、他の利用者に優しく接するなど、落ち着いた行
動に感心させられました。
＝中学１年生Ｂさん＝
３回の利用。
部屋の中に入ることはできましたが、他の利用者と一緒の
活動はできませんでした。大好きな貼り絵には熱心に取り
組みました。後は、ラジカセやＣＤ、本など気になるもの
を手に取って眺める…の繰り返し…。しかし、初めて取り
組んだビーズ製作には３０分ほど集中することができ、可能
性を見出した一瞬でした。

優勝　上級者の部 田中拓生さん（天草市）
一般の部 八藤後浩三さん（中通）

　ぼくは、おはなしをきいてえをかきました。
どうぶつたちがにじいろのふねにのって、よ空
をおさんぽしているえです。よ空は、えのぐを
にじませてあらわしました。じょうずにできま
した。

を
満喫！





常徳さん24歳、タキ子さん22歳常徳さん24歳、タキ子さん22歳

牛の餌やり牛の餌やり

心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより 町内

1415 広報れいほく ２０１6 11月号広報れいほく ２０１６ 11月号

まつ もと こ

（昭和８年12月２日生まれ）満82歳　的場区在住

逢いたいです。夢でもいいから……
No.188

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

松 本 タキ子さん

問問

問問

問問

　　好きな食べものは？
　上津深江西瓜が大好きです。他の西瓜と比べ物にならないほ
ど、甘くておいしいです。専業農家のわが家でも、昭和35
年から栽培を始めました。最盛期には、毎日200個ほど出荷
し、本渡の市場から最高収量賞の表彰を受けたことがありま
す。

　　好みの男性のタイプは？
　基本的によか男が好きです。俳優では、『映画　君の名は』
の春樹役を演じた佐田啓二です。顔かたちが良いし、よか男
でした。

　　もし生まれ変わったら？
　生まれ変わってもやっぱり常徳さん(夫)に巡り逢いたいで
す。できるなら、もう１回、常徳さんに逢いたいです。夢で
もいいから、出て来てほしいです。常徳さんは、34歳の若
さで突然亡くなりました。3人の子供の成長を見ることもで
きず、本当にかわいそうでした。私は泣いて泣いて泣き通し
ました。でも、過去を振り返らず前を向いて歩こうと決めた
日から、もう何十年も経ちました。

　　長生きの秘訣は？
　今まで一生懸命頑張ってきた成果だと思います。そして、今
後も『気張って、気張って、気張る!!』ことが長生きの秘訣
だと思います。農業、畜産の他にも家の事もあるし、自分が
ちゃんとしとかんば……そして常徳さんの分まで長生きせん
ばなあと思います。よその婆ちゃんより忙しか方だと思いま
す。今も車を運転しますから、時々、ひ孫の保育園の送迎を
頼まれます。ひ孫は、しょっちゅう遊びに来ています。『け
ーば　けーでせからしか　こんば　こんで　寂しか』です。

問問
ひ けつ

　八坂神社の秋祭りが終わると、毎年180㎏ほどの味噌を仕込みます。蒸した米
麦を人肌程度に冷まして、麹菌を混ぜて発酵させますが、味噌の出来は、この発
酵次第です。昔から『３日味噌は祝味噌、４日味噌は無常の味噌』と伝えられ、
発酵は、３日間を目安とし、発酵が進み過ぎると酸味が出てベチャベチャした味
噌になります。今年もわが家では、親戚の手伝いを受けて味噌を仕込みました。

***松本家の歳時記　味噌作り***知恵袋
おばあちゃん

の

常徳　「タキちゃん、自分と結婚してくれ」
タキ子「いいや、お宅なんかに行ききらん。百姓はしい
きらんけん」
常徳　「何もせんでよか。床の間に飾っとくけん」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
月明かりの中、突然のプロポーズを受けた。本山家（上
津深江的場）の９人兄弟の４女として生まれ育ったタキ
子さんは、プロポーズを受け専業農家の松本家に嫁い
だ。ある日突然『具合の悪か』の言葉を最後に夫の常徳
さんは息を引きとった。幼い３人の子どもをかかえ悲し
みに暮れていたが、義両親の助けと、子ども達のために
生き抜こうとする気持ちがタキ子さんの力となった。バ
イク、耕運機の免許、さらに、普通車の免許も取得し
た。２人の息子達は、小学校から稲刈りを手伝い、いつ
しか頼もしい存在となった。苦難を乗り越え「今の自分
があるのは、爺ちゃん、婆ちゃんのお陰です」とタキ子
さん。感謝の気持ちが溢れた。
　現在、タキ子さんは毎日、忙しい日々を送っている。
松本家はレタスが収穫期を迎え、さらに20頭の牛の世
話がタキ子さんの日課となっている。エサをやりながら
健康状態をチェックする。生まれて間もない子牛が母牛
に寄り添った。ひんやりとした霜月の牛舎に、今日も暖
かな日差しが届いた。

味噌の仕込み中

　認知症・知的障がい・精神障がいなどがあるために
判断能力が不十分であり、日常生活に不安がある人へ
…地域福祉権利擁護事業を利用してみませんか。
（例えば…）
○ホームヘルパーやデイサービスなど、福祉サービス
を利用したいが、相談する人がいない。
○年金や生活保護費などをすぐに使い切ってしまう。
また、そのために公共料金や家賃を支払えなくなっ
てしまう。
○介護保険や年金などの通知やその他の郵便物が来て
も、内容がよくわからない。また、手続きがわから
ない。
○物忘れなどで通帳などの大切なものをどこにしまっ
たか、わからなくなってしまう。また、再発行を何
度も繰り返している。自分で保管しておくのが心配
である。
○訪問販売の被害に何度もあっており、断りきれない。
その支払いにも困っている。

　このようなことで、お困りの人に対して、生活支援
員がご自宅などを訪問して相談に応じ、次の４点につ
いて援助します。
　① 福祉サービスを利用したり、やめたりすること
　②日常的な金銭管理（金融機関での手続き、お金の
お届けなど）

　③ 大切な書類などのお預かり
　④ 定期的な訪問による生活状況の把握

　ご本人との「契約」により、社会福祉協議会が、責
任を持って手続きや支払いの代行などを行います。

■利用料　１回１時間あたり９００円（以後、３０分毎に
４５０円加算）です。（※非課税世帯は無料）

　詳しくは、社会福祉協議会へお問い合わせください。

○ベビーベッド　　　１台

■申込受付期限　　　
○希望される人は、１２月９日（金）までに苓北町社会
福祉協議会へお申し込みください。希望される人が
多数の場合は、抽選になります。
　抽選は、１２月１２日（月）午前9時に苓北町新ふれあ
い館で行います。

日常生活に不安はありませんか？

木製のベビーベッド。高さの調整ができます

レクリエーションに興味はありませんか

社協がお手伝いします！

○日　　時　平成２８年１２月１６日（金）
　　　　　　１０時～１５時　　　　　　　　　
○会　　場　富岡公民館　　大会議室
○講　　師　熊本県レクリエーション協会
○募集人員　５０人（定員になり次第、締め切ります。）
○参 加 費　無　料
○内　　容　高齢者向けのレクリエーション、クラフ

ト作りなど
○携 行 品　運動のできる服装、筆記用具
○申込方法　１２月９日（金）までに、直接または電話

で苓北町社会福祉協議会へお申し込みく
ださい。

※昼食は各自でご用意ください。
※申し込みの際の個人情報は、この事業のためだけに
使用します。

福祉レクリエーション講座

　このコーナーは、不要になった福祉機器などを寄付
していただき、必要な人に利用していただくためのリ
サイクルコーナーです。
　『無料』でお譲りします。

福祉機器

リサイクルコーナー
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　熊本県四半的弓道連盟認定第２１回苓北大会は１０月
２３日に坂瀬川小学校体育館であり、県内外から１０５
人が出場しました。
　団体の部では苓北Ｂチームが見事優勝。苓北Ａチー
ムも第２位となり上位を
独占。開会行事では野﨑
幸洋さん（和田）による
演舞の披露もありまし
た。（介添は田尻町子さ
ん、川向）

熊本県四半的弓道苓北大会
苓北勢強し！団体で１位２位独占！！

　天草郡市中学校駅伝競走大会（１０月２６日、天草
市、６区間、２０㌔）で見事優勝を果たした苓北中学
校男子駅伝チームが１１月１１日、同コースで行われた
熊本県大会に出場しました。
　結果は１７位（全２８チーム）でしたが、懸命にタスキ
をつなぎ天草郡市大会よりも２１秒早いタイムでゴー
ルしました。（１時間０５分３７秒）
出場選手は次のとおり。（敬称略）
（１区）土岐奎太（２区）田尻悠斗（３区）寺岡航
（４区）川原良介（５区）福山翔紀（６区）稲尾瑞歩

２区から３区へタスキをつなぐ（第２中継所、佐伊津）

的に集中する苓北Ａチーム

熊本県中学校駅伝競走大会
苓北中、大健闘！

　「雲か山か呉か越か」ではじまる賴山陽の名詩を吟
じる第２２回吟詠「泊天草洋」全国大会は、１０月２３
日に志岐集会所で開催され、県内外から６７人が出場
しました。
　大会は、独吟二部・独吟一部・合吟の部で構成さ
れ、全国の詩吟愛好家が賴山陽ゆかりの地苓北で、自
慢ののどを披露しました。

　上位成績は次のとおりです。（敬称略）
（独吟二部：７０歳以上）

　 ▼最優秀賞　今福　義幸（天草市）
　 ▽優秀賞　　藤本　君子（宇土市）
　 ▽優良賞　　豊永　能博（熊本市）
（独吟一部：６９歳以下）
　 ▼最優秀賞　林　　柳子（東京都）
　 ▽優秀賞　　鶴賀谷　修（大阪府）
　 ▽優良賞　　藤原ツヤ子（宇城市）
（合吟）
　 ▼最優秀賞　山内悦子、岩野房子、仁田久美子
　　　　　　　山田登三子、安部井裕子 独吟一部で最優秀賞の林柳子さん

　町では「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺
産」の世界遺産登録などを見据え、長崎経由の観光客
を誘致する電気自動車のモニター事業を開始、１１月
１日、出発式を富岡港で行いました。
　配備した電気自動車は３台。長崎からの高速船利用
者に無料で貸し出します（来年３月まで）。前日まで
の予約が必要ですが１泊２日まで借りることができま
す。また電気代は原則有料ですが、町のＥＶステーシ
ョン（物産館駐車場）を利用すれば無料とのことです。
　新たな観光集客が期待されます。

富岡港電気自動車モニター事業
電気自動車３台を配備、観光集客に期待

EV車にのり説明を聞く観光客

吟詠「泊天草洋」全国大会
ゆかりの地で賴山陽の名詩を吟じる

　雲仙天草国立公園６０周年記念式典が１０月３０日、
熊本県や環境省など関係機関出席のもと、富岡城二の
丸広場でありました。
　昭和３１年７月に国立公園の指定を受けてから今年
で６０年を迎えます。式典では田嶋町長が記念講話。
指定に至る歴史的背景や今後の国立公園の発信などに
ついての話がありました。
　また、記念イベント国立公園ウォーカーズフェステ
ィバル「天草・苓北オルレ」には、韓国からなど、約
２００人の参加がありました。

モニュメントをバックに記念講話をする田嶋町長

雲仙天草国立公園６０周年
富岡城で記念式典、オルレには２００人参加

　県内各地域で、認知症の人やその家族を支える活動
に積極的に取り組んでいる人などを表彰する「熊本県
認知症になっても安心して暮らせる町づくり功労者」
に、苓北町から稲尾須磨子さん（尾越）が選ばれ、熊
本県知事から感謝状が贈られました。（10/22日付け）
　天草慈恵病院に勤務する稲尾さんは、平成２１年度
から認知症サポーター講座の講師役を積極的に務め、
傾聴ボランティア、家族交流会への参加支援や認知症
カフェの立ち上げにも関わるなど、その活動が高く評
価されました。

認知症になっても安心して暮らせるまちづくり功労者
稲尾須磨子さんに県知事表彰

感謝状を手にする稲尾さん

　第１９回ふるさとふれあい文化祭は１１月１３日に志
岐集会所であり、たくさんの人が文化の秋を満喫しま
した。
　文化協会主催による
同文化祭。この日のた
めに練習してきた各団
体が、楽器や歌、踊り
など２５演目を披露しま
した。また恒例となった各種景品の当たる福引きや、
情報コーナーでは書道や生け花の展示もありました。

オープニングを飾った天草ミニギター教室の皆さん

ふるさとふれあい文化祭
文化の秋を楽しむ
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▼
日
時　

11
月
29
日（
火
）　

午
前
11
時

▼
内
容　

　

消
防
庁
か
ら
試
験
放
送
を
受
信
し
、
防
災

行
政
無
線
で
自
動
放
送
し
ま
す
。
（
告
知

端
末
か
ら
も
放
送
）

▼
放
送
内
容

　
「（
チ
ャ
イ
ム
）…（
こ
ち
ら
は
苓
北
町
役
場

で
す
）…（
只
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま

す
）…【
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
音
】…

【
緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。
大
地

震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練
放
送
で
す
】×
３

回
…（
こ
ち
ら
は
苓
北
町
役
場
で
す
。
こ

れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま
す
）…（
チ
ャ

イ
ム
）」

　

※
放
送
内
容
は
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
に
よ
り
、
訓

練
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

※
屋
外
放
送
施
設
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
か
ら

最
大
音
量
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

平
成
29
年
苓
北
町
成
人
式
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
成
人
式
で
の
意
見
発

表
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は

12
月
２
日
㊎
ま
で
に
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

平
成
29
年
１
月
４
日（
水
）

▼
会
場　

志
岐
集
会
所（
町
民
ホ
ー
ル
）

▼
対
象
者　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

町
内
の
中
学
校
を
卒
業
、
ま
た
は
、
現
在

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人

　

※
右
記
以
外
の
人
で
出
席
を
希
望
す
る
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

人
権
問
題
を
は
じ
め
家
庭
内
の
こ
と
、
相

続
問
題
、
金
銭
問
題
、
相
隣
関
係
な
ど
で
悩

ん
だ
り
お
困
り
の
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

▼
日
時　

12
月
１
日（
木
）　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

苓
北
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
員　

地
元
人
権
擁
護
委
員

　

天
草
地
域
の
自
殺
死
亡
率
は
、
年
々
緩
や

か
な
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
未
だ
全

国
・
熊
本
県
を
上
回
っ
て
お
り
憂
慮
す
べ
き

状
況
で
す
。

　

自
殺
は
突
然
の
死
で
あ
り
、
遺
族
は
さ
ま

ざ
ま
な
感
情
や
思
い
を
抱
い
て
い
ま
す
。
自

殺
に
対
す
る
社
会
の
偏
見
や
周
囲
の
誤
解
な

ど
、
人
に
話
せ
ず
地
域
社
会
か
ら
孤
立
し
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

自
殺
の
現
状
や
遺
族
の
理
解
、
適
切
な
対

応
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
次

の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
14
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
場
所　

天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

民
生
委
員
、
学
校
関
係
、
地
域

家
族
会
会
員
、
関
係
機
関
な
ど
。
一
般
の

参
加
も
で
き
ま
す
。

▼
演
題　
「
大
切
な
人
を
自
殺
で
な
く
す
と

は
〜
自
殺
の
現
状
と
活
動
を
と
お
し
て
〜
」

　

講
師
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
死
遺
族
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
Ｒ
ｅ
代
表　

山
口
和
浩
氏

▼
そ
の
他　

予
約
は
不
要
で
す
。

　

農
林
水
産
省
と
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ

ェ
ト
ロ
）
で
は
、
輸
出
に
関
し
て
皆
さ
ん
に

気
軽
に
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
「
農
林
水
産

物
・
食
品
輸
出
相
談
窓
口
」
を
国
内
各
地
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
諸
外
国
の
規
制
や
制

度
、
国
の
支
援
事
業
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

を
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
で
は
、
輸
出
先
国

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
、
輸
出
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
を
そ
れ
ぞ
れ
お
受
け
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
農
林
水
産　

輸
出
相
談
で
ウ

ェ
ブ
検
索
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
期
間　

11
月
26
日
㊏
〜
12
月
４
日
㊐（
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
、
30
日
・
１
日
は
休

館
日
）

▼
会
場　

如
水
館
（
☎
37
―
０
０
２
２
）

　

エ
イ
ズ
は
、
H
I
V
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
感
染
か
ら
発

病
ま
で
、
数
年
の
潜
伏
期
間
が
あ
り
、
感
染

し
て
い
て
も
早
期
に
発
見
し
治
療
を
始
め
る

こ
と
で
、
発
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
天
草
保
健
所
で
は
、
「
世
界
エ
イ
ズ
デ

ー
」
に
合
わ
せ
て
、
検
査
日
や
時
間
帯
を
広

げ
て
H
I
V
検
査
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
、
一
度
検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
実
施
月
日  

12
月
2
日
㊎
・
12
月
5
日
㊊

　

12
月
8
日
㊍
・
12
月
9
日
㊎

※
天
草
保
健
所
で
は
毎
週
火
曜
日
の
9
時
か

ら
11
時
に
性
感
染
症
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
毎
月
第
一
火
曜
日
は
17
時

か
ら
19
時
ま
で
の
夜
間
検
査
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

※
た
だ
し
12
月
6
日（
火
）は
受
付
不
可

▼
受
付
時
間　

9
：
0
0
〜
17
：
0
0

▼
検
査
場
所　

天
草
保
健
所
（
住
所
：
天
草

　

市
今
釜
新
町
3
5
3
0
）

▼
検
査
内
容　

H
I
V
検
査

　

※
そ
の
他
に
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
梅
毒
、

B
型
肝
炎
、
C
型
肝
炎
の
検
査
も
可
能

　

※
注
意
…
感
染
の
心
配
が
あ
っ
た
日
か
ら

8
週
間
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

▼
検
査
方
法　

採
血
の
み

▼
検
査
結
果　

H
I
V
に
つ
い
て
は
1
時
間

後
、
そ
の
他
は
検
査
後
1
週
間
後
以
降
に

面
接
で
結
果
説
明

▼
そ
の
他　
　

匿
名
・
無
料

▼
申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
予
約

　

給
料
、
報
酬
、
不
動
産
の
使
用
料
等
を
支

払
っ
た
場
合
に
は
、
源
泉
徴
収
票
や
支
払
調

書
な
ど
の
法
定
調
書
（
一
部
を
除
く
。
）
を

一
年
間
の
支
払
分
を
取
り
ま
と
め
て
税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
中
の
支
払
に
係
る
法
定
調
書
の

提
出
は
、
平
成
29
年
１
月
31
日
㊋
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
正
確
に
記
載
し
、
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ

り
、
法
定
調
書
の
提
出
義
務
者
（
支
払
者
）

は
、
原
則
と
し
て
金
銭
等
の
支
払
を
受
け
る

人
お
よ
び
支
払
者
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
ま

た
は
法
人
番
号
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
法
定
調
書
の
種
類
ご
と
に
、
前
々

年
に
提
出
す
べ
き
で
あ
っ
た
当
該
法
定
調
書

の
枚
数
が
１
，０
０
０
枚
以
上
で
あ
る
法
定

調
書
に
つ
い
て
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ま
た
は
光

デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
る
提
出
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

提
出
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.

nta.go.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　天草署管内で、スマートフォンアプリ
「ＬＩＮＥ」の乗っ取り事案が発生してい
ます！
　その手口は…
○知人のＬＩＮＥアカウントから、電話
番号や４桁の数字を尋ねるメッセー
ジが送られてくる。
○数字をＬＩＮＥメッセージで送ったと
ころ、自分のＬＩＮＥが使用不能に
なる。
○ＬＩＮＥが乗っ取られ、「友だち」にプ

リペイドカード購入のメッセージが送
られる。

…など。
（要注意！）
○電話番号や認証番号（４桁の数字）を聞
き出すメッセージは乗っ取りの疑いが
あります！
○友人、知人から、プリペイドカード購入を依
頼するメッセージが来たら、必ず電話確
認をしましょう！（相手の「ＬＩＮＥ」が
乗っ取られている可能性があります。）

1819 広報れいほく ２０１6 11月号広報れいほく ２０１６ 11月号

お
知
ら
せ

39-0003（会計） 39-0002（税務/福祉） 39-0000（商工/農水/土木） 39-0001（水道）
39-0004（企画） 39-0005（議会） 35-2111（委員会） 35-1233（調理場） 35-1111（総務課）

無料
電話

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（J-A

LE
R
T

）

に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

□問　

総
務
課　

担
当
／
田
尻　

☎
○内
２
０
８

成
人
式
は
１
月
４
日
で
す

□問　

教
育
委
員
会　

担
当
／
永
野

　
　

☎
○内
４
０
２

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

□問　

税
務
住
民
課　

担
当
／
坂
本

　
　

☎
○内
１
０
６

「
第
７
回
天
草
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
の

 

集
い
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か

□問　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
荒
木

　
　

☎
○内
１
４
２

「
天
草
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展
」

□問　

天
草
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
代
表（
杉
本
聖
樹
）

　
　

☎
０
８
０

－

１
７
４
５

－

５
１
７
２

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す

□問　

九
州
農
政
局（
☎
０
９
６
―
２
１
１
―

　
　

８
６
０
７
）日
本
貿
易
振
興
機
構
熊
本

　
　

貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー（
☎
０
９
６
―
３

　
　

５
４
―
４
２
１
１
）

12
月
1
日
は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

無
料
・
匿
名
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
が

受
け
ら
れ
ま
す

□申
□問　

天
草
保
健
所　

☎
23
―

０
１
７
２

国
税
だ
よ
り

法
定
調
書
の
提
出
は
１
月
31
日
ま
で

□問　

天
草
税
務
署　

☎
22
―

２
５
１
０

　
　
　
　
　
　
　

  

（
自
動
音
声
案
内
）

警察から重要なお知らせ

平
成
二
十
八
年
度
「
少
年
の
健
全
育
成
標
語
」

｜
最
優
秀
賞
｜

見
つ
け
よ
う
　
私
と
あ
な
た
の
　
い
い
と
こ
ろ

苓
北
中
学
校
　
三
年
　
太
田 

実
空
さ
ん

苓
北
中
学
校
　
一
年
　
植
里 

優
花
さ
ん

苓
北
中
学
校
　
二
年
　
飛
永 

陸
斗
さ
ん

｜
優
秀
賞
｜
「
や
め
よ
う
よ
」
　
そ
の
一
言
で
　
止
め
ら
れ
る

な
に
ご
と
も
　
し
っ
か
り
む
き
あ
う
　
自
分
か
ら
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　日本年金機構では、厚生労働省と協力して、毎年１１月を「ねんきん月間」と位置付け、公的年金制度
に対する理解を深めていただくための普及・啓発活動を積極的に行っています。
　また、「ねんきんネット」などを活用しながら、ご自身の年金記録や年金受給見込額を確認し、高齢期
の生活設計に思いを巡らせていただく事を目的に、１１月３０日（いいみらい）を「年金の日」としてい
ます。

○平日の年金相談（本渡年金事務所）
　 午前８時３０分～午後５時１５分まで
　 （毎週月曜日（月曜日が休日の場合は直後の開庁日）は、午後７時まで）

○休日の相談日（本渡年金事務所）
　 毎月第２土曜日の午前９時３０分～午後４時まで

○「ねんきん定期便・ねんきんネット等専用ダイヤル」
　 ０５７０－０５８－５５５（ナビダイヤル）
　 ０３－６７００－１１４４（０５０から始まる番号でかける場合）
　　受付時間：月～金曜日は午前９時～午後８時まで、第２土曜日は午前９時～午後５時まで（祝日、１２月
２９日～１月３日はご利用いただけません。）

□問　本渡年金事務所　☎２４－２１１２

年金相談等について

毎年11月は「ねんきん月間」、

11月30日（いいみらい）は「年金の日」です

求  人  情  報求  人  情  報 【常用一般分抜粋】１１月１日現在

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号

　34010-56212661
3863761
3840161
3827361
3785961
3776861
3729161
3690361
3681061
3652561
3653461
3578061
3583861
3530461
3531761
3546261

苓北町
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

不問
59歳以下
不問
不問
不問
不問
不問
不問
44歳以下
不問
不問
39歳以下
不問
不問
不問
不問

150,000円～150,000円
138,000円～161,000円
140,000円～199,100円
200,000円～250,000円
130,000円～196,400円
166,950円～176,950円
133,000円～188,000円
134,960円～134,960円
143,000円～152,533円
124,200円～154,200円
124,200円～154,200円
184,500円～203,000円
399,800円～439,400円
130,000円～145,000円
130,000円～145,000円
125,000円～140,000円

保育士
一般ゴミ収集、運搬
准看護師または正看護師
理学療法士または作業療法士
生産管理業務スタッフ
栄養士または管理栄養士
介護職員
総合事務
ガソリンスタンド店員
介護職
介護職
土木作業員
薬剤師
病棟クラーク
医療事務
調理員

１人
２人
１人
１人
２人
１人
２人
２人
１人
１人
１人
２人
１人
１人
１人
１人

　１，７０５，０００円の寄附がありました。（１１６件）

　寄附金は基金として積み立て、必要に応じて皆

さまが指定された事業に使用します。

　寄附謝礼品（感謝の品）を選ぶことができるパン

フレットなど詳しくは、総務課まで。　町ホームペー

ジで見ることもできます。  □問　総務課　☎○内２０７

天草苓北ふるさとづくり寄附金（H28.4.1～11.15）

1２月
休館日のお知らせ
麟泉の湯　　　　  ☎３５－３７７０
１日（木）・１５日（木）
苓北町歴史資料館  ☎３５－０７１２
毎週木曜日
温泉プール　　　  ☎３５－３３０１
毎週水曜日

　町長交際費とは、町
長が円滑な行政運営を
図るために町を代表し
て行う外部との交際に
要する経費です。クリ
ーンな行政運営を目指
す苓北町では、町長交
際費を毎月公表します。

※みやげ・記念品は在
庫確保のため、一括購
入したものです。

・弔　慰
　町政関係者に対する香典、供花などに係る経費
・見　舞
　町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
・御　祝
　記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
・賛　助
　各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるものへの賛助
・接　遇
　来客、町政関係者との懇談などに係る経費
・会　費
　円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加に係る経費
・みやげ・記念品
　来客、町政関係者へのみやげ、記念品などに係る経費
・その他
　上記の区分に掲げるもの以外に係る経費

用 語 解 説

金　額
（平成28年１０月処理分）

区　分
弔　慰
見　舞
御　祝
賛　助
接　遇
会　費
みやげ・記念品
その他
計

件数
０件
０件
０件
０件
０件
０件
３件
０件
３件

０円
0円
0円
0円
0円
０円

48,593円
0円

48,593円

■問い合わせ先　総務課　☎○内２０７　○町35－1111

善意の寄附 ありがとうございました

こせきの窓 １０月受付分

　区  名　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　保　護　者

中　通　　岡田　煌大（こうだい）
三丁目　　野島　凰華（おうか）

　区  名　　 　 　氏　　名　　      　年齢

釜の下　　木村エミコ　　92歳
　上　　　田城安治郎　　81歳
下　向　　大田　　勲　　89歳
四丁目　　福嶋　幸雄　　81歳
中　通　　田中　勝江　　80歳
八　区　　髙戸美津子　　95歳
中　村　　富永ハツエ　　91歳
出来町　　黒瀬　絹子　　77歳

●社協寄付（10月受付分）
木村　茂人さん　　田城　クニさん
福嶋サズエさん　　田中　圭三さん
髙戸　直樹さん　　富永　光明さん
黒瀬　和志さん
●広報れいほく郵送料寄付（Ｈ28.10.18～Ｈ28.11.14）
福山　　康さん（東京都）　榎本　恵理さん（東京都）
橋本　幸雄さん（鹿児島県）

〈新生活運動の推進〉お返しは廃止し、お礼状をおくりましょう
（敬称略）

お悔やみ申し上げます （敬称略）

裕希・小百合
健悟・愛依

子どもの急な病気の相談に応じます

■ただし、ダイヤル回線、ＩＰ電話、光電話からは
　☎０９６－３６４－９９９９

☎＃８０００番
■受付日時　毎日、午後７時～午前０時

天草保健所

☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３５－１１３３
☎３５－１１１９
☎３５－１１３３
☎３７－０００１

慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
医師会病院
苓北クリニック
医師会病院
猪口医院

（内）
（外）
（内）

（内・整・ﾘﾊ・泌・耳・小）
（内）

（内・消）
（内）

（小・内）

12月４日
11日
18日
23日
25日

31日

（日）
（日）
（日）
（金・祝）
（日）

（土）

12月休日当番医

ｓ
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